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形にならないものを 大切にできること

暑い日差しのなかスタートした２学期も、肌寒さを感じるようになりました。
体育大会、中間テスト、合唱コンクールと、目まぐるしく日々を過ごす中、気がつけば２学期

も半分を終えました。
この間に行われた大きな行事では、「総合優勝」、「金賞」、「賞状」、「盾」など、形になるもの

があったと思います。それぞれの結果に応じて、教室に飾られている形あるもの。それらは、競
技や賞レースの結果ではあるけれど、「協力」や「思いやり」、「成長」の結果は、形にはならな
いまた別の場所に現れているものだと感じました。
「自分以外の誰かのために頑張れること」。賞状や盾、トロフィーとして形には残っていない

けれど、確実にみなさんの心に残っている、大きな力だと思います。
行事で得た力を、日々の学校生活に活かしていくことが真の価値です。城陽中学校という集団

のさらなる成長に期待しています。

合唱コンクール 共・協・響 ～宇宙まで響け、この愛の音色～
そ ら

－生徒会スローガン－

誰もが愛で包まれる日本一の中学校
～寄り添い、分かち合い、つながる～

★金賞★ ３年１組「言葉にすれば」 ★銀賞★ ３年４組「ぜんぶ」
２年３組「輝くために」 ２年１組「友 ～旅立ちの時～」
１年１組「My Own Road １年２組「まっすぐ 未来へ」

－僕が創る明日－」

今年度は実に２年ぶりに、文化パルク城陽いおいて合唱コンクールを実施しました。
体育大会が終わり、中間テストを挟んですぐに始まった取組において、体育大会で培

った力を、しっかりと発揮することができました。
受賞の有無はあれど、ひとつの合唱を仲間と共に協力して作り上げようとする姿が、

練習中から校内のいたるところで見られました。「一生懸命はかっこいい」という文化
が、確実に根付いている全校の状況が何より素晴らしいことでした。
今後の人生においても、大切なことを学ぶことができたのではないでしょうか。

輝く城中生 山城駅伝大会結果
10月15日(土)に、山城駅伝大会が開催されました。
中体連主催の大会として、今年度の最後に行われる公式大会

であり、もっとも長期間に渡り、文武両道を求められるのが、
この山城駅伝大会に参加する３年生です。
日頃の練習の成果を発揮し、最後まで粘り強く襷をつなぎ、

大健闘を見せてくれました。全員が自分の区間の走りを全うし、
走者以外を含めチームとして素晴らしい頑張りでした。

２年生 職場体験学習

男子 総合１１位 １区 岩見 尚哉
２区 畑 悠月
３区 飯島 瑛太
４区 中村 遥嘉
５区 舟川 拓 区間５位
６区 北 侑一郎 区間７位

女子 総合１６位 １区 芦田 和佳 区間７位
２区 守山 実花
３区 内田 彩楽
４区 谷 雪乃
５区 原田 柑菜

２年生は、10/26(水)～28(金)の３日間、地域の企業にお世話になり、職場体験学習に取
り組みました。
実際の職場での体験を通じて、働くことの意義や喜び、苦労について学ぶことができまし

た。また、あいさつや時間を守ること、言葉遣いなど、社会人としてのマナーや常識につい
て、学ぶ機会にもなったのではないでしょうか。
慣れた学校での生活と違い、緊張や不安もたくさんあったことと思います。そのようなな

かでも、多くのことを学び、またひとつたくましく成長しました。貴重な機会を与えてくだ
さった企業の皆さま、ありがとうございました。



生徒会引継式 次の世代へバトンタッチ

１１月の主な予定

1日 (火) ３年進路面談（～４日） 市内一斉あいさつ運動
2日 (水) ３年実力テスト
5日 (土) 学校公開日 １年非行防止教室 ３年薬物乱用防止教室
6日 (日) 第34回オータムコンサート
7日 (月) 振替休業日
8日 (火) １年体験学習 ３年LGBT講演
9日 (水) 城中ブロック特支交流会
11日 (金) 避難訓練
18日 (金) 諸費振替日
22日 (火) 期末テスト１日目
24日 (木) 期末テスト２日目 小６保護者説明会
25日 (金) 期末テスト３日目 小６部活動体験
28日 (月) 諸費再振替日

【 テスト前部活動停止 】15日(火)～24日(木)
【 平日部活動休養日 】10日(木)・14日(月)・29日(火)

10月４日の選挙により、新たに生徒会本部役員が選出されました。また、10月11日には
生徒会引継式が行われ、前生徒会長の西村さんからは激励の言葉を、新生徒会長の吉原くん
からはこれからの決意の言葉を、全校生徒の皆さんは受け取りました。次の世代へこれまで
の伝統を引き継いでもらいたい、さらに学校を良くするために新たな伝統を築いていく、そ
んな想いを乗せて校旗の受け渡しも行いました。
旧生徒会本部のみなさんは、制服規定の改定の中心となり、全校に働きかけ生徒が主体と

なって考える見本として尽力してくれました。
これからも、本部役員を中心に一人一人が生徒会の一員であることを忘れずに、日本一の

中学校を目指して様々なことにチャレンジしていきましょう。


